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教育行政報告（小川教育長）行政報告（小原町長） 教育行政報告（小川教育長）行政報告（小原町長）

　第２回定例会は6月23日に開会し、会期を１日残して閉会しました。
　３月定例会以降の議会事務報告を清水議長、行政報告を小原町長、教育行政報告を小川教育長が
行いました。また、令和８年度の町政執行方針、教育行政執行方針がそれぞれ行われました。
　一般質問では４名の議員が４問９項目を、町長に質問しました。
　町側から提案された議案は、同意案件１件、条例案３件、補正予算２件、報告事項３件、また、
議会からは、選挙１件、陳情２件、意見書２件（１件は委員会付託）、発議案１件を提出して審議
され、本会議に付された全ての議案を可決しました。

　第２回定例会は6月23日に開会し、会期を１日残して閉会しました。
　３月定例会以降の議会事務報告を清水議長、行政報告を小原町長、教育行政報告を小川教育長が
行いました。また、令和８年度の町政執行方針、教育行政執行方針がそれぞれ行われました。
　一般質問では４名の議員が４問９項目を、町長に質問しました。
　町側から提案された議案は、同意案件１件、条例案３件、補正予算２件、報告事項３件、また、
議会からは、選挙１件、陳情２件、意見書２件（１件は委員会付託）、発議案１件を提出して審議
され、本会議に付された全ての議案を可決しました。

　「夢想蓮えさし」はファイナルに進出し、「優秀
賞」と「地方車賞」を受賞し結成30周年で高い
評価を得ました。

　「なおみちカフェ」で北海道知事が枝幸町を訪
問されました。枝幸町からは、林業振興や町の魅
力を説明し、木材産業の取組みなどを紹介しまし
た。

枝幸町合併20周年記念行事として開催され、
ほっかいどう企業の森林づくり協定締結や、植樹
など悪天候ながら無事に終了しました。

　物価高対策として、全町民に２万円分の商品券
を無料配布しました。

　枝幸漁業協同組合が町からの支援に対する町民
への感謝として、ホタテ貝を１世帯25枚ほど配
布しました。

　７月１日から９月30日まで、猛暑対策として、
２か所の公共施設を開放します。

■よさこいソーラン祭り（6月10～14日）

■北海道知事訪問（5月8日　三笠山展望閣）

■北海道植樹祭（5月9日）

■商品券配布事業

■ホタテ貝無料配布

■クーリングスポット開設
　（役場・交流センター歌種）

今年度の入学児童・生徒数は、小学生32名・
中学生51名となり、新入生は順調に学校生活に
適応しています。
　５月下旬から各学校で運動会・体育祭が開催さ
れ、天候の影響はありましたが全校で実施できま
した。

「ハマナス大学」では今年度33名の方が入学
し、講座やクラブ活動、研修旅行などを実施する
予定です。

　６月１日から朝のラジオ体操会が始まりました。
　ラジオ体操は62年続く行事で、子どもから高
齢者まで参加し、健康づくりや世代間交流が図ら
れるため、今後も継続します。

　少子化に伴う学校の小規模化に対応するため、
学校の適正配置を推進します。
小学校は令和10年度から、中学校は令和12年

度からの実施に向け、現在は地域や保護者の意見
を聞きながら準備を進めています。

■学校関係

■ハマナス大学入学式（5月13日）

■朝のラジオ体操会

■今後の重点課題

朝のラジオ体操会朝のラジオ体操会ホタテ貝無料配布ホタテ貝無料配布
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•人権擁護委員の候補者の推薦
•枝幸町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
　　選挙管理委員会委員の報酬が引き上げられました。
•枝幸町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
•枝幸町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
•令和８年度枝幸町一般会計補正予算
•令和８年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算
•令和７年度オホーツク枝幸株式会社の経営状況
•令和７年度枝幸町一般会計繰越明許費繰越計算書
•寄附採納（令和7年度ふるさと未来応援寄附の実績）
　　まちづくり応援事業　　22,896件　625,163,300円
　　福祉・医療応援事業　　 3,005件　 76,357,500円
　　子育て・教育応援事業　 8,857件　227,651,000円
　　　　　　 計 　　　　　34,758件　929,171,800円

●同意案件
●条例案件

●補正予算

●報告案件

•枝幸町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙
•ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意
　見書
•物価上昇に見合う年金等の引き上げを求める意見書（委員会付託）
•枝幸町議会委員会条例の一部改正

●選　　挙
●意 見 案

●発　　議

第2回定例会主な議案

議会提出案件

令和8年度  町政執行方針
基本理念
「子どもに渡そう大きな未来！」
■３つの基本方針
　１．みんなが豊かで安心して暮らせるまちの実現
　２．活力と挑戦に満ちた元気なまちの実現
　３．安全で人にやさしいまちの実現

■重点的に進める政策
•基幹産業の振興による地域経済の活性化
•福祉・行政基盤の充実による地域社会の形成
•社会インフラ整備による安全・安心の確保

■令和８年度重点施策
•産業振興と地域経済の強化
•定住促進と人材確保
•医療・福祉の充実
•デジタル化の推進
•防災体制の強化と災害対応力の向上
•公共交通と安全な交通の確保
•ゼロカーボンの推進と持続可能な地域づくり
•協働と協創で築く豊かで元気な未来

令和8年度  教育行政執行方針
■未来社会で生きるための実践的な力の育成
•学力・学習調査結果を活かした授業改善と学
　　習支援
•個別最適・協働的学びへのICT活用
•探求学習で思考力・表現力を育成
•英語教育・国際理解の充実
•特別支援教育の充実

■豊かな心と健やかな体の育成
•道徳教育・コミュニケーション能力の育成
•ふるさと教育の推進
•キャリア教育（職場体験等）
•いじめ・不登校対策（早期発見・支援）
•給食の向上・小学生給食費の実質無償化

■学びをつなぐ学校づくり
•学校統合（適正規模化）の推進
•教員の働き方改革
•枝幸高校の維持に向けた支援・連携

■地域の教育資源を活かした家庭・青少年の学び
•学校・家庭・地域の協働
•地域活動や青少年団体への支援

■多様化する学びを支える社会教育・生涯学習
•文化活動・スポーツの推進
•部活動の地域展開（令和10年度予定）
•図書館・博物館の充実
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Q：次世代住宅建設支援事
業として2,000万円が計上
されているが、この予算は
どのような内容で積算され
ているのか。また、制度内
容は町民にどのように周知
されるのか。
A：今回の補正は「肉付け予算」として政策的事業
を計上したもので、次世代住宅建設支援事業につい
ても、町長の判断を受けて実施するため予算化した
ものです。
　制度内容は、これまでの次世代住宅支援制度を基
本的に踏襲しつつ、新たに子育て世帯への加算を設
けています。当初検討していた「GX志向型住宅」
の区分は基準が非常に高いため、従来どおりの「ZEH
（ゼッチ）基準」に戻しています。
　制度の詳細は複雑な部分もあるため、個別の問い
合わせには企画課で説明を行います。
　また、町民への周知については、空き家解体支援
などと合わせて、６月30日発行の広報に折込みチラ
シを同封し、全戸配布で案内する予定です。

Q：外国人介護福祉人材育成支援事業として404万
円を追加し、総額1,146万円となっている。この事
業により、枝幸町にはどのようなメリットがあるの
か。また、令和10年３月卒業予定者の確保分とし
て計上されているが、令和９年卒業分の補充はどう
なっているのか。
A：町内の介護施設では、現在３名の外国人介護人
材が勤務していますが、以前は最大７名おり、人材
確保が課題となっています。今回の補正では、令和
10年３月に卒業予定の２名を確保するための費用
を計上しました。
　外国人介護人材は原則５年間勤務する制度でした
が、全国的に５年を待たずに退職する例が多いため、
令和８年度から「３年以上勤務」を条件とする制度
に改正されました。これにより自治体負担は１人あ
たり年間370万円から286万円に軽減され、差額の
84万円は北海道社会福祉協議会の助成金を活用し

6月定例会補正予算

次世代住宅建設支援事業について 野口議員

スポーツ合宿助成金の増額に
関連して 野口議員

水産物鮮度保持・加工処理施設
管理経費の実施設計業務
委託料について

岩谷議員

外国人介護福祉人材育成支援
事業について 野口議員

《一般会計》450,931千円の増額

Q＆A ます。また、３年未満で退職した場合は本人に返還
義務が生じる仕組みとなっています。
　町としては、介護人材の安定確保につながること、
また交付税措置もあることから、引き続き東川町の
支援協議会と連携して取り組む方針です。
　令和９年３月卒業分については、当初予算で既に
２名分を計上しており、今回の補正は令和10年卒
業予定者の追加２名分となります。

Q：社会教育振興事業としてスポーツ合宿助成金
37万円が計上されている。これに関連し、今年５
月に発生したバス事故を踏まえ、枝幸町として公用
車貸出の安全対策をどのように行っているのか、町
民に向けて説明してほしい。
A：町では、少年団・地域クラブ・中学校などの活
動に対し、マイクロバスやワゴン車の貸出を行って
います。昨年度までは年３回までの貸出制限があり
ましたが、今年度からは空きがあれば利用できるよ
うにしています。
　貸出時には、１回分の燃料費を町が負担し、運転
は保護者や指導者が行っています。
　安全対策としては、運転者の免許証コピーの提出
と確認、搭乗者名簿の提出、アルコール検知器を
と一緒に貸出し、運転前の呼気確認を義務付け、町
の自動車保険（搭乗者保険）を適用しています。
　経験の少ない運転者が運転することへの不安に対
しては、マイクロバスの運転には中型免許が必要で
あり、免許区分の確認を行ってます。
　また、全国の事故を踏まえ、総務課と連携し、貸
出基準の見直しを検討し、今後、より安全性を高め
るための基準づくりを進めていく方針です。

Q：水産物鮮度保持・加工
処理施設管理費の設計委託
料が約2.5倍に増えている
が、その内容はどうなって
いるのか。
A：今回の補正で計上した
910万円は、施設屋上に設
置されている冷凍・冷蔵庫の室外機３基の更新と、

質問項目ごとに再質問を含め質疑内容を
要約しています。

　国・道の交付金決定に伴う財源調整を行うとともに、畜産・酪農の収益力強化事業や、定住促
進のための次世代住宅建設支援事業などが追加されました。
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隣接する屋上防水の劣化による雨漏り対策を行うた
めの「実施設計費」です。
　室外機は経年劣化が進んでおり、安定した冷凍・
冷蔵機能を維持するため交換が必要となっています。
　また、屋上防水の劣化により雨漏りが発生してい
るとの報告が指定管理者からあり、これらを合わせ
て改修するための設計委託料を補正で計上したもの
です。

Q：保養施設の整備事業と
して、看板の撤去に800万
円が必要とされているが、
この金額の内容はどうなっ
ているのか。また、撤去後
は新たに看板を設置するの
か。
A：道道美深中頓別線の改良工事に伴い、健康回復
村へ向かう交差点付近に設置されている「健康回復
村案内看板」が、道路用地取得の支障物件となりま
した。
　さらに、既存の看板は腐食が進み劣化が見られる
ため、撤去と新設を合わせて行う必要があり、その
費用として800万円を補正で計上しています。

保養施設等整備事業の
看板設置工事について 小林議員

《介護保険事業特別会計》1,430千円の増額

　なお、この看板は公共補償の対象となるため、移
転補償費250万円を歳入として計上しています。
　また、撤去後は支障のない場所に新たな案内看板
を設置します。

Q：本事業はフリーストール牛舎、搾乳ロボット、
バルククーラーなどの整備が示されているが、具体
的な内容と規模を説明してほしい。
A：この事業は、酪農家が経営規模を拡大する際に
必要となる施設整備を支援するもので、令和７年度
国の補正予算で再開された制度を活用しています。
　今回の対象となる農家は、個人経営から法人化し
た酪農家で、現在の飼養頭数約111頭を、５年間で
289頭まで増やす計画を進めています。後継者もお
り、将来の経営基盤強化を図るための大規模な整備
となります。
事業の総額は７億1,000万円超で、そのうち国の
補助金として３億2,384万5,000円を今回の補正で
追加計上しました。
　町としては、間接補助事業者として国の制度を活
用し、地域の基幹産業である酪農の発展を支援する
ため、今回の補正予算を計上したものです。

　介護保険法改正により、令和８年８月から特定入所者介護サービス費の負担限度額が引き上げ
られます。これに対応するため、町の介護保険システムを改修する必要があり、その関連経費を
歳入・歳出で補正しました。

畜産・酪農収益力強化整備等
特別対策事業について 小林議員

議会
傍聴しませんか
を

　議会はどなたでも傍聴することができます。（お子様連れの方も
傍聴可能です。）
本会議では議員の一般質問の他、条例や予算・決算などが審議
されます。
　議員の活動や町政の方針などを、ぜひご覧ください。
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改選後初めての一般質問で、
議員が町政の課題について

質問しました。

問う、町のこれから！問う、町のこれから！

詳しい内容は、枝幸町ホームページ内に
掲載しています会議録よりご覧になれます。
右記ＱＲコードをご利用ください。

※質問・答弁は要約されています
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　　　　　人口減少を踏まえ、公共施設再配置計
画の重要性について町長の認識を。
　　　公共施設の老朽化と人口減少を踏まえ、計
画に沿って優先度をつけながら再配置を進める必
要がある。議会とも協議しながら進めていく。
　　　　　行財政改革は町民と行政が仕組みを共
有しながら進める体質改善であると指摘し、令和
７年度を重点期間とした理由や取り組み内容、課
題について確認。
　　　　　令和７年度に一定の見直しを行う予定
としていたものの、実際には調整に時間を要して
おり、令和８年度を見直しのタイミングとして捉
えている。
　　　　　進捗管理表の「将来」が具体的にいつを
指すのか明確でない点を指摘し、その時期の考え
方を。

　　　　　公共施設再配置計画の「将来」の欄が
示す時期について、公共施設等総合管理計画で定
められている30年間（平成29年度～令和28年度）
を指し、進捗管理については状況の変化に応じて
随時見直しを行い進めている。
　　　　　人口減少のスピードを踏まえると、30
年間を将来とするのは長すぎるのではないか、期
間設定の見直しを検討する考えがあるか。
　　　　　まちづくり計画の数値目標に合わせて、
公共施設の見直しを随時進めていく。
　　　　　「将来」という曖昧な期間を、まちづ
くり計画の前期（令和12年度まで）と明確にそ
ろえるべきだと提案し、その見解を求める。
　　　提案の方向性は理解しつつ、社会情勢の変
化に対応するため、計画は柔軟に運用していく。

質問事項1

枝幸町公共施設再配置計画の推進について

公共施設再配置計画の進捗について

阿 部 勝 義 議員阿 部 勝 義 議員

阿部議員

阿部議員

阿部議員

町長

町長

総務課長

総務課長

総務課長

公共施設の老朽化や人口減少に対応するため、
施設の集約・複合化などを進め、
持続可能な施設配置を目指して段階的に取り組んでいる

公共施設の老朽化や人口減少に対応するため、
施設の集約・複合化などを進め、
持続可能な施設配置を目指して段階的に取り組んでいる

町　長

質問事項2 今後の具体的な推進方策について

施設の統廃合・複合化・長寿命化を進め、
民間活力も活用しながら、まちづくり計画と連動して
持続可能な施設配置を目指す

施設の統廃合・複合化・長寿命化を進め、
民間活力も活用しながら、まちづくり計画と連動して
持続可能な施設配置を目指す

町　長

　　　　　学校統合のように、公共施設全体でも
優先的に見直す分野を明確にすべきだと指摘し、
どの施設カテゴリーを重点的に検討しているのか。
　　　　　優先施設は個別に決めていないが、老
朽化や利用状況、安全性などを基準に、更新時期
を迎えた施設から順に見直す。
　　　　　行財政改革推進本部会議の、例年の開
催時期と令和８年度の開催予定を。

町長

総務課長

総務課長　　　　　毎年７月から取りまとめを開始し、９
月頃に推進本部会議を開催。
　　　　　副町長不在が続く中、行財政改革の推
進体制や行政運営の安定性の観点から、早期選任
について町長の考えを。
　　　適任者が見つからないため現時点での副町
長選任は考えていないが、将来的には必要と考え
ている。

阿部議員

阿部議員

阿部議員

阿部議員

阿部議員
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一 般 質 問

基幹産業の維持と担い手の確保について

徳 保 喜 幸 議員徳 保 喜 幸 議員

　　　　　第３次まちづくり計画の策定年度であ
る今年、町長が町民と直接対話する懇談会を開催
する意思があるか。

町長　　　住民との対話を重視し、タウンミーティン
グなどを通じて意見を聞きながら、公共施設再配
置を含む施策を進めていく。

質問事項3 町民参加の在り方について

説明会や意見交換を充実させ、
町民の声を反映しながら、社会情勢に応じて柔軟に
公共施設の再配置を進めていく

説明会や意見交換を充実させ、
町民の声を反映しながら、社会情勢に応じて柔軟に
公共施設の再配置を進めていく

町　長

質問事項4 財政健全化との両立について

施設の統廃合や長寿命化を進め、
中期財政計画と連動させながら、将来世代に負担を残さない
持続可能な公共施設運営を目指す

施設の統廃合や長寿命化を進め、
中期財政計画と連動させながら、将来世代に負担を残さない
持続可能な公共施設運営を目指す

町　長

　　　　　中期財政計画とまちづくり計画の期間
をそろえ、公共施設再配置の優先順位を明確にす
べきだと指摘し、財政健全化と計画推進をどう両
立させるのか。
　　　社会教育施設から優先的に見直しを進め、
中期財政計画の数値を踏まえながら、統廃合や再
町長

配置の判断を行っていく。
　　　　　財政の制約が厳しい中で、公共施設再
配置の優先順位を明確にし、町長が方向性を示す
ことが重要だと指摘。行政・議会・町民が危機感
を共有し、副町長の早期選任を含めた体制整備を
求める。【質疑終了】

阿部議員

阿部議員
阿部議員

質問事項1 基幹産業の維持対策について

港湾整備やICT活用、物産振興などを進め、
産業の維持・発展と人材確保を図り、次世代へ産業を継承します
港湾整備やICT活用、物産振興などを進め、
産業の維持・発展と人材確保を図り、次世代へ産業を継承します

町　長

　　　　　将来の担い手づくりが町の大きな課題
であり、その重要性について町長は同じ考えか。
　　　考えは近いものがあり、住みやすい環境づ
くりとスマート化を進めながら、担い手の確保と
産業の維持に取り組んでいく。
　　　　　従来方針の継承だけでなく、若者を増
やすなど町長独自の考えを示すべきではないか。
　　　町政の安定を優先しつつ、新しい取り組み
も取り入れながら、町の成長を進めていく。
　　　　　子育て支援の方針として示された「将

徳保議員

町長

徳保議員

町長

徳保議員

町長

来を見据えた戦略的な支援施策」の内容について、
具体的にどのような取り組みを想定しているのか。
　　　子育て世代の声を踏まえ、医療費無償化な
ど支援策を少しずつ広げ、子育てしやすい町を目
指す。
　　　　　子どもの医療費無償化を実施する意思
があるのか。
　　　子どもの医療費無償化について「実施する」
すでに準備を進めている。

徳保議員

町長
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質問事項2 担い手確保のための若手世代への具体的な定住支援対策について

若い世代の定住を支えるため、住宅や子育て支援の充実、
医療・福祉の環境整備、外国人材の受け入れなどを総合的に進め、
安心して暮らせるまちづくりを目指す

若い世代の定住を支えるため、住宅や子育て支援の充実、
医療・福祉の環境整備、外国人材の受け入れなどを総合的に進め、
安心して暮らせるまちづくりを目指す

町　長

質問事項3 町長としての覚悟について

人口減少と担い手不足に向き合い、
町民とともに持続可能なまちづくりを進める
人口減少と担い手不足に向き合い、
町民とともに持続可能なまちづくりを進める

町　長

町長

　　　　　外国人材に頼りきれない現状を踏まえ、
若者が定住し産業を支えられるまちづくりを進め
てほしい。

　　　日本人が働きやすい環境づくりを進め、若
い世代の就業と定住につなげていきたい。

　　　　　担い手確保に向けた早期の取り組みと、
町政の安定のため副町長不在の問題をどう認識し
ているか。
　　　副町長を置く必要性は十分に認識している

ものの、適任者が見つかるまで慎重に進めたい。
　　　　　副町長の役割は町政運営に不可欠であ
り、町民のためにも適切な対応を求めた。
【質疑終了】

徳保議員

徳保議員
徳保議員

町長

非核・平和都市宣言について

野 口 洋 郎 議員野 口 洋 郎 議員

　　　　　世界情勢が不安定な今こそ、平和への
姿勢を内外に示すため、枝幸町でも「非核・平和
都市宣言」の検討を早期に進めるため、より踏み
込んだ対応を。
　　　　　平和への取り組みは続けつつ、宣言の
実施は住民意識や機運を見ながら議会と協議して
検討していく。
　　　　　平和への取り組みを続けている町だか
らこそ、町長の判断で「非核・平和都市宣言」を
進めることも可能で、町として主体的に検討を進

めるべきではないか。
　　　　　宣言は可能だが、町民の機運を重視し、
慎重に検討していく。
　　　　　宣言に対する町長自身の考えは。
　　　現時点で宣言を行う考えは持っていない。
　　　　　町民の機運が高まれば、宣言を検討す
る余地があるのか。
　　　町民の機運が高まれば将来の検討対象にな
り得る。【質疑終了】

質問事項1 非核・平和都市宣言について

戦没者追悼式の開催や平和記念事業を継続的に実施し、平和の尊さ
の意識醸成に努めてきた
「非核・平和都市宣言」については、町民意識や社会情勢及び議会
での議論を踏まえながら今後も検討していく

戦没者追悼式の開催や平和記念事業を継続的に実施し、平和の尊さ
の意識醸成に努めてきた
「非核・平和都市宣言」については、町民意識や社会情勢及び議会
での議論を踏まえながら今後も検討していく

町　長

野口議員

総務課長

総務課長

町長
野口議員

野口議員 町長

野口議員
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一 般 質 問

次回の定例会のご案内
9月15日（火）～9月18日（金）を予定しています。

質問事項1

町民の安全安心を守るための樹木の点検管理について

樹木の点検管理について

小 林 正 浩 議員小 林 正 浩 議員

老朽化が進む街路樹の安全確保のため、
巡回点検の強化や予防的な剪定・伐採、専門家の診断活用など、
管理体制を強化していく

老朽化が進む街路樹の安全確保のため、
巡回点検の強化や予防的な剪定・伐採、専門家の診断活用など、
管理体制を強化していく

町　長

　　　　　これまで町内で倒木があったかどうか。
　　　　　これまで道路への倒木事例はない。
　　　　　病院前の街路樹は根元が見えにくく、
安全性に不安があるとして、倒木の危険がないか。
　　　　　病院前の街路樹は、定期点検の結果い
ずれも健全で、現時点で危険な状態の木はない。
　　　　　小学校周辺の大きな樹木について、児
童の安全を守るためにも、これらの樹木がどのよ
うに点検・管理されているのか。
　　　　　　　小学校周辺の樹木は、学校・教育
委員会・専門業者が連携し、毎年点検と管理を行
っている。
　　　　　学校周辺の樹木管理が適切に行われて
おり、安全に問題がないと考えてよいか。
　　　　　　　専門的な確認も行っており、小学
校周辺の樹木は安全に管理されている。
　　　　　フェーズフリー（普段から使うものを

小林議員

小林議員

小林議員

小林議員

建設課長
小林議員

小林議員

建設課長

建設課長

学校教育課長

小林議員

学校教育課長

学校教育課長

災害時にも役立てる考え方）の観点から、特に災
害弱者である小学生に対して、避難所までの間に
危険な場所はどこかなど、こうした防災教育が学
校でどのように行われているのか、また今後どの
ように取り組みを進めていくのか。
　　　　　　　現在も避難訓練などの安全教育を
行っており、今後は専門家の意見も取り入れなが
ら、防災教育の充実を課題として検討していく。
　　　　　道道沿いの樹木が電線に近づいている
状況を踏まえ、倒木による停電リスクに対して、
どのように連携・相談しているのか。
　　　　　道道の樹木に危険が見られた場合は、
その都度北海道へ相談している。
　　　　　電線に近づく樹木への早期対応を求め
るとともに、職員の努力に感謝し、今後も町民の
安全のための丁寧な管理をお願いする。
【質疑終了】
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４月28日、改選後の初議会となる第１回臨時会が開催され、議長及び副議長、各委員会、各組合議会
議員等の新たな議会構成が決まりました。詳しくは、次頁をご覧ください。
　その他の主な審議結果は次のとおりです。

第1回議会臨時会

　５月27日、第２回臨時会が開催され、主な審議結果は次のとおりです。

第2回議会臨時会

同意第１号

同意第２号

承認第３号

承認第４号

承認第５号

承認第６号

承認第７号

承認第８号

枝幸町監査委員の選任について
議会のうちから選任する監査委員　秋川　祥雄 氏
枝幸町教育委員会委員の任命について
成田　千史 氏
専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町税条例等の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度枝幸町一般会計補正予算）
専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算）
専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算）

枝幸町行政手続条例の一部を改正する条例について

枝幸町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例について

枝幸町監査委員の選任について
識見を有する者のうちから選任する監査委員　柳原　貞夫 氏

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

公有財産の取得について
（公共育成牧場用作業機械（ホイールローダー）購入）
　取得金額　　　12,188,000円
　取得の相手方　日本キャタピラー合同会社旭川営業所
公有財産の取得について
（雪寒建設機械（ロータリ除雪車）購入）
　取得金額　　　65,623,840円
　取得の相手方　ナラサキ産業株式会社北海道支社

寄附採納について

議案第26号

議案第27号

報告第２号

同意第３号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

原案同意

原案同意

原案承認

原案承認

原案承認

原案承認

原案承認

原案承認

原案可決

原案可決

報告済み

議員派遣の件について 決定

原案同意

原案可決

原案可決

原案可決
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議 員 紹 介

新たな議会構成

清　水　顕　志
議　長

小　林　正　浩
副議長

遠山　　修

阿部　勝義

村上　守義

野口　洋郎

渡辺　明徳

産業衛生常任委員会
委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

徳保　喜幸

岩谷　隆行

秋川　祥雄

小林　正浩

国見　致孝

遠山　　修　　国見　致孝

総務民教常任委員会
委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

村上　守義

野口　洋郎

遠山　　修

徳保　喜幸

岩谷　隆行

議会運営委員会

■南宗谷衛生施設組合議会議員

徳保　喜幸　　岩谷　隆行　　阿部　勝義
■南宗谷消防組合議会議員

秋川　祥雄
■議会選出の監査委員

〔後期〕〔前期〕

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

村上　守義

遠山　　修

徳保　喜幸

岩谷　隆行

阿部　勝義

国見　致孝

議会広報編集特別委員会
委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

秋川　祥雄

野口　洋郎

小林　正浩

渡辺　明徳

阿部　勝義

国見　致孝

議会広報編集特別委員会
委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員
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　６月８日（月）に所管事務調査を実施し、次のとおり、町側から２件の案件について説明を受け、協議
等を行いました。

１．枝幸高等学校部活動の遠征等における公用車
の貸し出しについて（総務課）
　令和７年度における部活動大会や練習試合等の
遠征に使用した公用車の貸し出し実績について説
明を受けました。
（委員からの意見）
※アルコールチェッカーによる健康確認が必要で
はないのか。

２．スポーツ団体の遠征等における移動手段につ
いて（教育委員会）
　令和７年度における少年団や地域クラブ等スポ
ーツ団体の大会や練習試合等の遠征実績及び助成
内容、公用車の貸し出し実績について説明を受け
ました。
　また、１団体年３回までの公用車貸し出しにつ
いては、令和８年度より制限を行わない運用の説
明を併せて受けました。
（委員からの意見）
※公用車内に飲酒や睡眠等注意喚起の張り紙等を
しているのか。

総務文教常任委員会 担当所管 ： 総務課、教育委員会担当所管 ： 総務課、教育委員会

　６月５日（金）に所管事務調査を実施し、次のとおり、町側から７件の案件について説明を受け、協議
等を行いました。

１．マテリアルリサイクル施設整備事業について
（町民課）
　南宗谷衛生施設組合の旧枝幸地区ごみ処理場を
取り壊し、その跡地に製品プラスチック用のスト
ックヤードを建設する旨の事業説明を受けました。

２．町有林活用事業の進捗状況について（農林課）
　森林認証を取得した町有林を、より高度な森林
管理に取り組むことで、町有林を計画的かつ適切
に整備し、森林資源を次世代へ継承することや、
現在進めている「森林Ｊ－クレジット」創出事業
において付加価値が付けられるよう取り組んでい
る旨の説明を受けました。
（委員からの意見）
※先進地を参考にしているとのことだが、実際に
すでに収入を得ているところはあるのか。

３．有害鳥獣対策について（農林課）
　近年におけるヒグマの現状や捕獲状況及び緊急
銃猟制度についての説明を受けました。
（委員からの意見）
※現在、ドローンの操縦ができる人は何名いて、
ドローンは何台あるのか。

４．水産物鮮度保持・加工処理施設改修事業につ
いて（水産商工課）
　施設建設後15年が経過し、老朽化や塩害によ
って劣化した冷蔵庫室外機等設備の更新について
説明を受けました。
（委員からの意見）

※15年経過して老朽化や塩害被害ということだ
が、耐用年数はどれくらいなのか。

５．ふるさと未来応援寄附の実績等について（観
光課）
　令和７年度寄附額は、９億2,917万円（前年度
対比92.2％）
　減少した要因として、主要返礼品のホタテ玉冷
の価格高騰及び米不足によって米等への人気返礼
品へ寄附が集中したことが考えられる旨の説明を
受けました。
（委員からの意見）
※ＰＲ事業は１回だけだったのか、他のイベント
には参加していないのか。

６．保養施設等の運営状況について（観光課）
　前年度比、ホテルニュー幸林は宿泊者数が横ば
い、入浴者数、レストラン利用数が減少。グリー
ンパークホテルは宿泊者数、入浴者数が増加、レ
ストラン利用数が減少。南宗谷ゴルフ場利用者数
は減少との説明を受けました。
（委員からの意見）
※将来に向けた保養施設の構想について、計画を
示してもらいたい。

７．町道神威岬線落石等による通行止めについて
（建設課）
　近年、落石や路面陥没等が確認され、当面は安
全確保のため通行止めを継続するとの説明を受け
ました。

産業厚生常任委員会 担当所管 ： 町民課、農林課、水産商工課、
観光課、建設課 　　　　　　

担当所管 ： 町民課、農林課、水産商工課、
観光課、建設課 　　　　　　
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６月17日、晴天の中、今年度の花壇製作を行い
ました。
当日は、議員全員11名と事務局職員２名が参加

し、常盤通沿いの７箇所の花壇に３種類約200株を
植えました。
　この常盤通沿いの花壇には、環境美化事業の一環
として、議会も含め10団体が花壇製作をしており、
７月上旬にはマリーゴールドやサルビア等の花々が
元気に咲き、花に囲まれたきれいな通りとなってい
ました。

環境美化（花壇整備）

議 会 活 動

５月９日、今回で76回目となる北海道植樹祭が
旧枝幸町と旧歌登町の合併20周年を記念し枝幸町
で開催されました。
　当日は、冷たい雨が降る中、鈴木直道知事のほか、
多くの町民や来賓が参加するとともに、私たち議会
議員も11名全員が参加し、トドマツの苗木を植え
ました。
また、会場では、枝幸町合併20周年ガチャや木
工品作り体験コーナーなど様々なブースも設けられ
ていました。

北海道植樹祭

令和８年度宗谷管内町村議会議員研修会が５月19日、稚内市「サフィールホテル稚内」において開催され、
議員全員11名と事務局職員２名が参加しました。
　今年度は、枝幸町議会が当番幹事のため、清水議長が挨拶を行い、
研修会がはじまりました。
　講演では、稚内地方気象台次長　今井達也氏による「宗谷管内に
おけるこれまでの災害とこれからの防災対策について」と題し、宗
谷地方南部地震の発生状況や近年における記録的豪雨による災害状
況、更には平時の備えとして必要な情報収集、減災への対応や今後
の適用策等、興味深い貴重な講演をしていただきました。
　研修会終了後には、交流会が開催され、他市町村議員との活発な
意見交換が行われ、実りある研修会となりました。

宗谷管内町村議会議員研修会交流会

　７月２日、札幌コンベンションセンターで全道の町村議会議員、事務
局職員合わせ総勢約1,600人が参加して北海道町村議会議員研修会が開
催されました。当町議会からも議員全員11名と事務局職員２名が参加
しました。
　今年も研修会では２講演行われ、１講演目が「地方議員への12の政策
アイデアから人口維持を目指す実践事例」と題し、関東学院大学法学部
地域創生学科　牧瀬稔教授より、主に人口減少に係る内容の説明があり、特に限られた財源について「誰に、
何を、どこまで届けるか」を絞る覚悟が必要であることと、人口減少時代に対応した政策の優先順位を示す役
割が地方議会に求められている旨の説明がありました。
　２講演目として「どうなる政治・経済～日本再生のために何が必要か～」と題し、ジャーナリスト　須田慎
一郎氏より、政治の動きや日本の景気・経済対策について詳しく説明され、日本経済の課題が決して他人事で
はないと感じました。
　両氏の講演内容とも非常に興味深く、議員一同大変勉強になり、今後の活動に役立てるとともに議会改革に
向けて努めてまいります。

北海道町村議会議員研修会

ほっかいどう企業の森林づくり協定ほっかいどう企業の森林づくり協定


